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３ 北海道強靱化の必要性と目標 

前項に示したとおり北海道は、道民のみならず国民生活に不可欠な食料やエネルギーの供給拠点とし

て、さらにリスク分散の受け皿として、国全体の強靱化に資する大きなポテンシャルを有している。 

一方、北海道の足元に目を向けると、人口減少や高齢化、過疎化の進行等により、地方都市や集落の

活力低下などの地域課題が生じているほか、社会資本への投資余力の減少等により、都市間交通ネット

ワークなど地域住民の安心な生活の確保や地域の活性化に不可欠なインフラ整備も十分に進んでいない

状況にある。 

このような状況の中、北海道においても、高い確率で発生が想定されている日本海溝・千島海溝周辺

海溝型地震をはじめ、日本海側における地震、道内各地における火山噴火など様々な自然災害リスクが

存在しており、これらの災害発生時には、本道が抱える地域課題等とも相まって、激甚な被害が生じる

ことも懸念される。 

こうしたリスクに正面から向き合い、本道の社会状況や地域特性を背景とした自然災害に対する脆弱

性を克服し、強靱な北海道をつくることは、将来にわたる道民の安全・安心や本道の社会経済の活性化

はもとより、国全体の強靱化を図る上で不可欠な取組である。 

なお、北海道強靱化の意義は、大規模自然災害から道民の生命・財産を守り、本道の重要な社会経済

機能を維持することに加え、北海道がもつポテンシャルを活かしたバックアップ機能を強化し、国全体

の強靱化に積極的に貢献していくことにある。 

そして北海道の強靱化は、大規模自然災害への対応を見据えつつ、産業、交通、エネルギー、まちづ

くりなど幅広い分野における機能の強化を平時の段階から図ろうとする取組である。こうしたことから

も、人口減少対策や地域活性化など北海道が直面する平時の政策課題にも有効に作用し、本道の持続的

成長につながるものでなければならない。 

北海道の強靱化は、こうした見地から、本道のみならず国家的な課題として、国、道、市町村、民間

がもつ政策資源を結集し、総力を挙げて取り組む必要がある。 

以上の考え方を踏まえ、北海道強靱化を進めるに当たっては、国の基本計画に掲げる「人命の保護」、

「国家及び社会の重要な機能の維持」、「国民の財産及び公共施設の被害の最小化」、「迅速な復旧復

興」という４つの基本目標に配意しつつ、道は、これまで次の３つを北海道強靱化の目標として掲げ、

関連施策の推進に努めてきた。 

 

北海道強靱化の目標 

（１）大規模自然災害から道民の生命・財産と北海道の社会経済システムを守る 

（２）北海道の強みを活かし、国全体の強靱化に貢献する 

（３）北海道の持続的成長を促進する 

 

こうした中、2016 年８月には1951 年の統計開始以来はじめて３個の台風が連続して上陸したほか、

2018 年９月の北海道胆振東部地震では最大震度７を観測するなど、本道でもこれまで経験したことの

ない災害に見舞われたところであり、今後、これらの自然災害から得られた教訓を踏まえることはもと

より、本道において人口減少が続く中、第２期の北海道創生総合戦略とも調和を図り、「強靱な北海道

づくり」を進めていくことが必要である。 

このため、引き続き上記の３つを北海道強靱化の目標として掲げ、関連施策の推進に努めるものであ

り、将来にわたる道民の安全・安心の確保や本道の社会経済の持続的な成長はもとより、北海道がその

強みを活かしたバックアップ機能を発揮し国全体の強靱化に積極的に貢献していく。 
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